
第７期介護保険事業計画策定に向けたアンケート調査実施要領 
平成２９年７月 

１ アンケート調査の種類と目的  第７期介護保険事業計画の策定にあたりその基礎資料とするため、下記のアンケート調査
を実施する 
①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査  要介護状態になる前の高齢者について、要介護状態になるリスクの発生状況、生活支援
の充実、社会参加・支え合い体制、介護予防推進のために必要な社会資源など、地域診断

を行うことを目的とする。 
②在宅介護実態調査   「高齢者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の就労継続」の実現に向けた介
護サービスの在り方を検討することを目的とする。  

２ 調査期日  平成２９年７月１日  
３ 調査対象 
①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（行政区別無差別抽出） 
・高齢者一般（第１号被保険者 ※要介護認定者を除く）                   ５００人（八雲３９０人：熊石１１０人） 
②在宅介護実態調査   ・要介護認定者（居宅サービス利用者） ２９２人（八雲２２５人：熊石６７人）  

４ 配付・回収方法  ・アンケート調査用紙は７月中旬、郵送にて調査対象者へ送付する。  ・①については、あらかじめ地区担当を決め、保健福祉課・住民サービス課職員が、調査
対象者と連絡調整を行い回収を行う。（※原則勤務時間中に行う。）  ・②については、担当ケアマネージャーにおいて回収を行う。  

５ 回収期間 
①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査  ７月２６日（水）～ ８月 ９日（水） 
②在宅介護実態調査          ７月２０日（木）～ ８月 ９日（水）   

６ 留意事項  ・おおむね担当件数は、職員１人あたり２０件程度とする。  ・設問の説明や聞き取り等が必要な場合は、各自で対応を行う。  ・連絡調整がつかない、回収拒否、勤務時間外、休日等の回収を求められた場合等は介護
保険係へ連絡すること。連絡調整がつかない方、調査回収を拒否された方がいた場合も、

介護保険係へ連絡すること。 
別紙２ 


